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議会報告会 １班    
班長 菅野 浩考    

笠原 久恵    
松田 浩三    
根本 守     
小田桐 仙    
青野 直     
田中 人実       

 
私の班は議会報告会を開催し、その概要は下記のとおりでしたので、ご報告

します。  
記  

１ 日時 平成２５年１１月１０日（日）  
     午前９時３０分～午前１１時３０分  
      
２ 場所 南流山センター  
   
３ 欠席議員   なし  
 
４ 参加者数  １４人  
 
５ 報告内容  
＜・決算について＞  
○決算は自治体の決算（地方自治法）、歳入、歳出、一般会計、特別会

計など大枠の説明から市民一人当たりの負担している税金や市民一人

当たりの使われたお金など参加者にわかりやすい説明をしました。主

な事業についても６つの項目に分けて説明をしました。  
 



＜南部地域のまちづくりについて＞  
（南流山センターの整備・交通問題等）  

○新流山橋は野田松戸県道の流山８丁目付近の交通渋滞の解消、生活

道路への通過交通の減少を目的に計画。埼玉県、千葉県、茨城県のＴ

Ｘ沿線地域を結ぶ広域道路としてスタート。三輪野山の茂呂神社から

中央消防署前までの５６０ｍを千葉県が整備計画。現在は物件の調査、

用地取得を進めている。本体、及び付帯工事につきましては、２８年

度以降３１年度までに整備予定。消防署から橋までの工事については

埼玉県と千葉県で事業主体をどちらにするか協議中。  
○千葉県の事業３・３・２号線計画道路は西平井の区画整理から白井

県道までの６００ｍの道路整備をして、流山線を立体交差する。地元

の自治会に説明をしながら調整をしている。事業総額は約５億円でそ

のうち約７０００万円は負担金として流山市が県に払っている。  
○南流山センターの整備については、南流山駅の利用者も多くなり木

地区の区画整理から南流山地域の人口増加により発展が見込まれてい

る。特に３０代の若い子育て世代が急増し、保育園を増設しているが、

待機児童が減らない状況である。一方、団塊世代の退職者も増えてい

ることから全世代の生涯学習の拠点として益々重要性が増していると

考える。年間利用者が１１万人を超えている為、会議室などの設備の

充実、図書館の分館の増設などが必要と考えます。市は民間活力を活

用して整備手法を検討中。利用者の方々も要望を出していただきたい。 
 
６ 意見交換内容  
＜決算について＞  
Ｑ．ＴＸへの出資金を出していますが ,配当金は出ているのか  
Ａ．出資金は対象事業の公共性あるいは公益性の観点から事業主体の

経営基盤の安定を図るために払われます。出資金を払うことにより市

民への利便性の向上が見込まれます。この様なことから配当金はあり

ません。  
Ｑ．広告収入はどうなっているのか。  
Ａ．市役所第１庁舎１階 広告代 約１４２万円  
Ａ．市役所第３庁舎前、看板代 約５万円  
Ａ．市ホームページの広告代 ２７８万２千円  
Ｑ．駅前のタクシーのところの煉瓦の破損は誰が直すのか。  
Ａ．流山市の所有物なので流山市が確認し補修します。  



Ｑ．駅前のタクシーの権利使用料はもらっているのか。  
Ａ．道路は公共性が高い為、道路占用料は徴収していない。  
Ｑ．ＴＸの地下自転車駐車場を市に関係のない業者がやっているが使

用料はもらっているのか。  
Ａ．地下自転車駐車場の工事費を事業者が負担し、現在、管理費、運

営費、設置費を使用料で補っています。現時点はもらっていません。  
Ｑ．決算はどうして議員全員でやらないのか。  
Ａ．会派の人数の比分で決算特別委員会として現在の流山市としてや

っています。議会運営委員会に報告します。  
Ｑ．自治会に公園清掃を委託しているが、老人会とは契約できないか

と聞いたらできないと言われたが、どうしてできないのか。  
Ａ．公園清掃については、公園の位置する自治会との契約をしており、

個別の老人クラブ等の団体とは行っておりません。老人クラブ等の中

には範囲が複数自治会にまたがる団体があることや、地域によっては

複数の団体が業務委託を希望することもあるため、各地域の窓口とし

て自治会と契約をしています。  
＜南部地域のまちづくりについて＞  
Ｑ．新流山橋の整備によって車が増えるので、その対策について。  
Ａ．３・３・２号線は平成２９年度までの完成予定です。  
Ａ．流山橋の老朽化の修繕も大事では。  
Ａ．流山橋の橋脚の耐震補強は出来ましたが、床板の補習補強整備が

進んでいない。進めるべきと考え推進していきます。  
Ｑ．ごみのステーションで通学の子供が危ないので、なくせないか。  
Ａ．ゴミステーションは自治会での話し合いが大事なのでは。  
参加者からの意見．自治会に入る人が南流山は少ない。  
参加者からの意見． ﾏﾝｼｮﾝ所 有者の収益から自治会費を義務化しては。 
Ｑ．流山有料道路の１００円を無料に試験的にしたら、そちらに車が

流れるのでは。  
Ａ．流山有料道路の無償化は平成２９年を予定しています。議会とし

ても前倒しで実施出来る様、働きかけて参ります。  
Ａ．Ｈ２３年３月議会、早期無料化を求める意見書を千葉県に提出済。  
＜南流山センターの整備について＞  
Ｑ．継続審議とはなんですか。  
Ａ．各委員が１回目の審査で可決、否決が出ないので、もう少し様々

な角度から背景を研究させて頂いて、次回の議会に結論を出します。  



７ 参加者から議会への要望  
＜決算について＞  
・前年度との比較があればもっとわかりやすいと思います。  
・人口は県内１０位、財政力県内１４位なので財政力を上げてほしい。  
（不動産の売却等、例；平和台流山南高校の前の空き地）  
・ぐりーんバスの運賃を１００円にしてほしい。  
・ぐりーんバスの本数を増やしてほしい。  
・ふるさと産品を活用してほしい。  
・市役所での新聞の取り方を無駄にならないように工夫してほしい。  
＜南部地域のまちづくりについて＞  
・時間帯での一方通行やスピードを出さない対策をしてほしい。  
・南流山でゾーン規制に取り組み中です。議会にも協力してほしい。

＜南流山センターの整備について＞  
・街づくり条例にもとづいているのに副市長は検討委員会で１５階の

マンションを認めたのか。都市計画課は知らないのはなぜか。陳情を

出しているから、その時に副市長の出席を頼んでほしい。  
・市としてもごみの問題を考えてほしい。  
・南流山図書館の閉館時間を８時からいつの間にか７時になっている。

受験の生徒や勤め帰りのために、費用対効果で考えないでほしい。  
・ＴＸ沿線整備と新川耕地・周辺特別委員会で農業の活性化について

プロジェクトを組んでほしい。  
＜その他＞  
・指定管理者の職員の対応をよくしてほしい  
 
８ 所感  
参加された市民の方々からたくさんの意見、要望が発言されました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 


